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音の伝わり方の全体計画

・音は，音源が振動することで発生することを見いだす。１

・音の伝わり方について，理解し，実験によって確認する。

・実験結果から，音の伝わり方についてまとめる。

・実験から，音の伝わり方について，自らの疑問をまとめる。

２

・音の伝わり方について，新たに自らの課題を設定し，

解決に向けての実験を計画する。
３

・音の伝わり方について課題解決するために自ら計画した実験を行う。

・実験結果から，課題解決したことをまとめる。

４

（本時）

・前時までの活動を振り返り音の伝わり方についてまとめる。５



音の伝わり方の実験（２時間目）







授業のようす（４時間目）





他のクラスの実験例



音の性質の全体計画

・音の性質について，理解し，

実験（おもちゃのギター、WEBのオシロスコープ）によって確認する。

・実験結果から，音の性質についてまとめる。

・実験から，音の性質について，自らの疑問をまとめる。

１

・音の性質について，新たに自らの課題を設定し，

解決に向けての実験を計画する。
２

・音の性質について課題解決するために自ら計画した実験を行う。

・実験結果から，課題解決したことをまとめる。

・活動を振り返り,音の性質についてまとめる。

３





生徒の変容

•（再現性・操作性の高い実験、生徒自身が目的を
もって計画を立てた実験を行うことで、）
主体的に試行錯誤しながら実験結果を検証する
ようすがみられるようになった。

•端末などで自分の気づきや疑問を共有することで、
自他の考えをもとに、考察を深めることができた。

•条件制御を意識して実験に取り組み、複数の実験
結果を取捨選択し、考察する力が身についた。



ご清聴ありがとうございました。


